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[原著論文］

島根県迩摩郡仁万町の中新統川合累層より産出した

ガザミ科十脚甲殻類化石

作本達也＊

( 1982)は大田市南方の川合累層よりVjcalyacf.

/apomcaYabeelHatai, Vicalyeﾉﾉaspを報告している．

川合累層の年代については，浮遊性有孔虫化石の研

究の場合，多井・加藤(1979)は大旧市に分布する川

合累層の一部をBlow'szoneN. 8-9帯に対比し，黄・岡

本(1979)は仁万町地域よりBIowIszoneNIO帯に相

当する浮遊性有孔虫化石を報告している．放射年代に

よる研究の場合は，沢田・板谷(1987)が川合累層下

部の火山岩より約l5-19Maの全岩K-Ar放射年代値を測

定している． これらの研究から，川合累層は前期中新

世最末期～中期中新世初頭と判断されている（鹿野，

1991 :鹿野ほか、 1991, 1994, 1998;高安ほか, 1992) .

1 °はじめに
トー ま に玄

島根県迩摩郡仁万町の中部中新統川合累層より，ガ

ザミ科に属する十脚甲殻類化石を発見したので報告を

おこなう．島根県内の中部中新統産十脚甲殻類化石は

いくつか知られており，特に島根県松江市および八束

郡の布志名累層からは11種(KarasawaeraL,1992;作

本ほか, 1992),益田市の益田層群からは5種(Ka,･asawa,

1993；作本, 1997)が報告されている． しかしながら，

これまで川合累層からの十脚甲殻類化石の産出は知ら

れておらず，小論がはじめての報告となる．

小論では仁万町の川合累層より産出した-|･-脚甲殻類

化石について記載をおこない，今後の一資料とする．

なお，小論で検討した標本は，新潟大学地質科学教

室に保管される． 3．産地・産状
たちめ

小論で報告する化石は，島根県迩摩郡仁万町立目よ

り発見され(Fig. 1),川合累層の細粒砂岩に含まれる

ノジュールより産出した(Fig.2) . この細粒砂岩中に

は多数のノジュールがみられ，その形態は長径約数～

10cm前後の球形を呈し，軟体動物化石を多く含んで

いる． 岡本ほか( 1971)は，同産地の|司層準より

Ac""(Ac";1) Sllbmirab"isMakiyama,Modioﾉ“

arakawaenSiS(Ka,,no) ,C),c""/Unt!ノaraMakiyama,

猟"ガre"a(H2"e"a)J,oshidaiKOtakaなど47種の軟体動

物化石の産出を報じており，これらのなかにはマング

ローブ沼沢地を指標する正ﾉescOp/UmSchencki(Hatai

andNishiyama)が含まれている．

十脚甲殻類化石は，約3cm径のノジュール中よりみ

いだされ,不動指および掌節の一部が保存されている．

産出部位の殻は再結晶化が進んでいるが，殻表面の装

飾は細部まで保存されている．

2．地質概説

島根県迩摩郡仁万町周辺には，下部一中部中新統が

分布しており，岡本ほか(1971)により研究されてい

る．それによると，下位より憾亜層群,川合累I爵，
久利累層，大森累層の順に重なり，波多亜層群は非海

成，他は海成層とされている．本来， これらの中新統

は分布域が広く，島根県東部の宍道湖南岸から本地域

周辺まで分布している（鹿野ほか, 1991 , 1994,

1998;高安ほか, 1992).

本地域の川合累層は,主に粗粒～細粒砂岩からなり，

一部に礫岩，頁岩，泥岩，火山礫凝灰岩～凝灰岩を挟

在する．そして，下位の波多亜層群とは不整合の関係

にあり，久利累層とは整合とされている（岡本ほか，

1971) . ただし，一般的にみられる川合累層は，アル

コーズ質砂岩，礫岩より構成され，久利累層より相対

的に下位にあるものの，基本的には指向関係にあるこ

とが知られている（鹿野ほか, 1991 , 1994, 1998;高

安ほか, 1992) . さらに，川合累層の分布域からは門

ノ沢動物群に属する軟体動物が産出し（岡本, 1959;

岡本ほか, 1971 ;竹ノ内ほか, 1982) ,竹ノ内ほか

化石の記載

1nh･aol･del･BI･achyuraLatreille, 1803

SectionHeterotremataGuinot,1977

SuperfamilyPoI･tunoideaRafinesque,1815

4

TatsuyaSakumoto

APol･tunidcrabh･omMioceneKawaiFormation,Nima-cho,Nima-gun,ShimanePrefecture,southwestemJapan
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Fig. 1 Mapshowingthefossil locality(thetopographicmapis
partofthel:25,000scalemapsheet ,INima"published
bytheGeographicaISurveylnstituteofJapan).

FamilyPortunidaeRafinesque, 1815

Portunidaesubfam.gen.etsp. indet.

(Fig.3)

Fig.2 :ColumnarsectionoftheKawaiFormationatthedecapod
fossil locality.

ガザミ科の各属を比較したので,その結果を以下に示す．

まず現生ガザミ科の各属との比較は，ハイガザミ亜

科(Caloptrinae), トサカガザミ亜科(Caphyrinae)に
帰属する種類は非常に小型のものから構成されてお

り，本標本の特徴には該当しない． さらに，シワガザ

ミ亜科(Polybiinae)のOva"es属（ヒラツメガニ属),

Pa"rllranires属（イツッバガザミ属),LiocaI℃j"us属

(シワガザミ属)，ガザミ亜科(Portuninae)のPb"unuS

属（ガザミ属), cYia'ybdis属（イシガニ属),刀Iaﾉamira

属（ベニツケガニ属)，maﾉamiroides属（ミナミベニ

ツケガニ属),そしてメナガガザミ亜科(Podophthalminae)
のPodOphrhaﾉ",“属（メナガガザミ属）は掌節外側面

に稜線が縦走する． しかし，本標本には稜線は認めら

られず， これにより区別が可能である．一方，シワガ
ザミ亜科のBe"ihochasco"属（ボタンガザミ属）は掌

節外属面に稜線をもたないが，鉗部は全体的に丸みを

呈することから，あきらかに本標本と区別できる．

つぎに本邦産ガザミ科化石との比較では，現在日本

列島の第三系からは, Tablelに示す3亜科6属10種のガ

ザミ科十脚甲殻類が報告されている． このうち，鉗脚

の詳細な形態が知られているのは, IIogawajammoensis

標本：掌節,不動指

産地？島根県迩摩郡仁万町立目(Fig.1J
産出層：川合累層

採集者；作本達也

記載：不動指は細長く，ごくゆるやかに内側に湾曲

しながら伸長する．近位部および遠位部の幅はほぼ同

じ．咬合縁は大きさが不揃いの突起が列生し，近位部

付近に臼歯状の突起をもつ．外側面下部は深く狭い溝

が縦走する外側面表面は微少な順粒で覆われ，縦構

よりも下方表面の穎粒はより密集する．掌節外側面は
微少な穎粒で覆われる．

計測(mm) :不動指長12.5+;不動指幅6.0+.

比較：本標本は一部しか保存されていないが，比較

的大型の鉗部であると推測される．そして， このこと

を含めると，本標本はガザミ科の鉗部の一部であると

判断される．

小論では，本標本と本邦産ガザミ科化石および現生
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macl･oche"usKatoandKal･asawa,M､9""9IIedenmms

Karasawa,M?.sp､,RImr/1m"iresshibaraiKarasawa,Sqy"a

ozawaiGlaessnerである．そして， これらと本標本を

比較したところ, lBmmoensis (Karasawa),P. Shiba"

KaI･asawaは不動指下部に明瞭な縦溝をもたず,M,

m“,oche"UsKatoandKarasawaの場合は鉗部が本標本

のように頴粒で覆われないことから区別できる． さら

に, I.c/]ichib"enSiSKatoは不動指に2列の縦溝があり，

M9"m9"e“"“usKarasawa,M？sp.の場合は掌節外
側面のほぼ全面に網目状装飾が発達することから， こ

れらの種とも区別が可能である．

現在の資料との比較においては,本標本にみられる，

l)大型の鉗部である, 2)表面が顎粒で覆われる, 3)

不動指側面に溝が縦走する， 4）不動指咬合縁近位部

に大型の歯状突起を有する，以上の特徴は中新世化石

種のSCyllaozawajGlaessnerに類似していると思われ
る. S･ozawajGlaessnel･は大型の中新世絶滅種として

知られ，現生SCy"a属はインドー西太平洋地域のマン

グローブ沼沢地～日本列島太平洋沿岸（相模湾付近）

の内湾河口に分布している（三宅, 1983) . しかしな

がら，本標本は一部であるため，匙yIkrozawWGlaessner

に同定するには根拠に乏しい． よって，小論では

Portunidaesubfam.gen.etsp. indet.とする．

一

1

1

－

Fig.3 ？Poriunidaesubfam・genetsp. indet.,Palmandfixed Portunidaesubfam.gen.etsp. indet.とする．
finger,a, laterallb,mesialview.Scalebarequal lcm.
Thespecimencoatedwithammoniumchioridesublimate･

謝辞

(Karasawa).1.c"cﾉ】jbUenSiSKato.M"】(功e"e"us 小論を報告するにあたり，地質調査所地質部の長森

Re他rewl“-A堅O“urre“e HorizonPortunidsnfg=_ Occurrellgg=

CarCini”e

Pom"1""AEmgo"α"FT HokkaidOPI℃f

P.""ncAie"那十 FukuokaPにf

PolybUnae

伽α”""伽"xde"mmf SagaPIef

"oigfIw"i,α"”“"伽↑ GifUPref.
HiroshimaPref

ShimanePlef

Z""le"10"if GifilPIef

fc"ic肺加2"sisf Sai(amaPI⑥f

Mi"oﾉ12比""s"I"rcc/ie""f FukuokaPref
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Pn""im|""“”iba卿I GifUPref.

HiroshimaPIef

Portuninae

SCy伽〃zaW"i IwatePref
GifilPref'

HiroshimaPref

KagoshimaPref

Nagao,1941

Kal･asawa,1992

L､Eocene

M・EC“ne

HoronaiF

MandRG．

Kamsawa,1993

Kamsawa,1990,1993

Sakumoto,1997*

KaraSawaaaI.,1992;Sakumotoaα/.,1992*

Karasawa,1993

Kalo,1996

KaloandKarasawa,1994,1996

Karasawa,1993

Kato,1996

Kamsawa,1990,1993

Sakumoto､1997＊

E･Oligocene

E･MiOcene

M‘Miocene

MMiocene

E・Miocene

M･Miocene

L.Oligocene

E・Miocene

M､Miocene

E,Miocene

M･Mio“ne

KishimaG・

MizunamiG.

BihokuG･

FujinaF.

MizunamiG,

ChichibumachiG

AshiyaG

MizunamG.

ChichibumachiG

MizUnamiG・

BihokuG．

E.Miocenc Claessner,1933

E,Miocenc KamSaWa,1990,1993

M.Miocene Sakumoto,1997*

M.Miocene Karasawaandlnoue,1992

KadonosawaF

MizunamiG･

BihokuG・

KukinagaG.

M・Miocene SakumOto"".,1992*ShimanePIef FuiinaF

TabielIListoftheTeltiaryPortunidcrabsrecordediromJapan.,textinctfossilgenus,*,Japaneselanguagepaper
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英明博士にはご助力をいただいた． また，化石研究会

編集委員の石田吉明氏（都立一橋高校）には，小論の

投稿の機会をくださった．以上の方々に厚く御礼を申

しあげる．

455-457

Kato,H. (1996)Miocenedecapodcrustaceafromthe

ChichibllBaSin, centl･alJapan. 7Tans.Proc.Paﾉaeom.

Soc.J勘pa",NSL.no､ 183,500-521.

Kato,H.andKarasawa,H.(1994)A伽ohe"enusmaclひche"us

sp. 11ov (Decapod:Cmstacea) fiomtheOligoceneAshiya

Group,Kyushu,JapanBu".Kilakyus/IuMIIs. ﾉVar.HIst.,

no. 13,51-58.

Kalo,H.alldKarasawa,H. (1996)Anadditionalrecord

ofMmoﾉ】e"e"“maa℃che"IJsKato&Karasawa,1994

(Crustacea,Decapoda,Pol･tunidae). Bu".Kjrakyus/1u

ハ伽S・ﾉVHI.HYSL, 110. 15,31-33
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